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パスポート申請受付開始
平成21年９月１日からパスポート（旅券）の申請・受領が、
市役所市民課（本庁１階）で行えるようになりました。

◆申請・受領の時間
　　月曜～金曜日の午前９時～午後４時30分
　　※土・日曜日及び祝日、年末年始（12月29日～

１月３日）を除く

◆受付場所
　　市役所市民課パスポート窓口（本庁１階）
　　※各総合支所でのお取扱はできません。

◆常陸大宮市で申請できる方
　　市内に在住している方
　　※申請は本人以外の方でもできますが、
　　　受領は本人のみとなります。

■問い合わせ先■　本庁　市民課　☎52－1111（内線103）

※窓口は本庁正面玄関を入って右側です。

　

９
月
20
日
、
緒
川
地
域
の
物
産
セ
ン

タ
ー
か
ざ
ぐ
る
ま
で
、
お
化
け
南
瓜
コ
ン

テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
か
ざ
ぐ
る
ま
出
荷
会
が

は
じ
め
て
行
っ
た
も
の
で
、
約
１
５
０
点

の
南
瓜
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
は
、

重
量
・
イ
ケ
メ
ン
・
ユ
ー
モ
ア
の
３
部
門

で
行
わ
れ
、
重
量
部
門
で
１
位
と
な
っ
た

高
倉
一
力
さ
ん
が
育
て
た
南
瓜
は
91
・
85

キ
ロ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

出
品
さ
れ
た
南
瓜
は
、
９
月
23
日
に
東

京
都
江
東
区
の
夢
の
島
熱
帯
植
物
園
で
開

催
さ
れ
た
お
化
け
南
瓜
コ
ン
ク
ー
ル
や
、

夢
の
島
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
等
様
々

な
企
画
で
使
用
さ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

　

９
月
27
日
、
塩
田
ふ
る
さ
と
協
議
会
が

豊
島
区
と
県
内
各
地
か
ら
募
集
し
た
「
塩

田
お
米
づ
く
り
オ
ー
ナ
ー
」
に
よ
る
稲
刈

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
美
味
し
い
お
米
を
生
産

す
る
塩
田
地
区
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
塩
田

ふ
る
さ
と
協
議
会
が
平
成
21
年
度
よ
り
取

り
組
み
を
は
じ
め
た
事
業
で
す
。

　

オ
ー
ナ
ー
が
５
月
に
植
え
た
コ
シ
ヒ
カ

リ
が
立
派
に
実
り
、
地
元
農
家
の
指
導
の

も
と
、
約
50
人
の
参
加
者
が
手
刈
り
に
よ

る
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
稲
の
結

束
が
難
し
か
っ
た
よ
う
で
、
お
だ
が
け
を

し
よ
う
と
す
る
と
結
束
に
使
用
し
た
ワ
ラ

が
ほ
ど
け
て
し
ま
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。

　

今
回
刈
り
取
っ
た
稲
は
、
精
米
後
、
参

加
者
の
も
と
に
届
け
ら
れ
、
食
卓
に
上
り

ま
す
。

▲重量部門１位の高倉さんの南瓜
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10
月
１
日
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
が

開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通

と
呼
ば
れ
て
い
る
予
約
制
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
方
式
に
よ
る
送
迎
サ
ー
ビ
ス
で
、
ご

自
宅
等
の
指
定
場
所
か
ら
目
的
地
ま
で
、

電
話
予
約
等
に
よ
り
利
用
い
た
だ
け
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

予
約
セ
ン

タ
ー
は
緒
川
総

合
セ
ン
タ
ー
に

設
置
さ
れ
て
い

て
、
２
人
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が

常
駐
し
予
約
受

付
業
務
を
行
い

ま
す
。

「環境はどう活用されるのか」
緑の少年団　森戸　康夫さん

　９月13日、茨城大学で連携事
業に携わっている小島教授の「昆
虫観察会～ inおがわふれあいの
森～」に、緑の少年団の一員とし
て参加しました。
　昆虫観察などの自然観察は、す
ぐ身近でお金をかけなくても手軽
に親子が同じ目線で楽しめ、さら
に、採取した昆虫を図鑑や顕微鏡で調べることに
よって、子どもたちの観察力や探究心がはぐくまれ、
子どもの将来的な人間形成にも役立つ気がします。
　実際に参加した子どもたちは、昆虫採取の仕方も
よく分からず最初は悪戦苦闘しましたが、先生方の
採取の仕方を見てコツを掴み、顕微鏡によって採取
した昆虫を見て、新たな発見をして驚いていました。
　この地域は自然環境に恵まれていますが、その環
境を有効に活用し、そして日々の生活の中に取り入
れる工夫ができれば、そこに住む人にとって楽しい
記憶になるのではないでしょうか。
※市と茨城大学とは相互に連携協力し「豊かな自然と調和
した安心・快適な活力のまち」を目指して各事業に取り
組んでいます。

いっしょにまちづくり
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　９月27日、第60回茨城県消防ポンプ操法大会
の県北地区大会が、辰ノ口おおみや消防広場にお
いて開催されました。
　大会はポンプ車操法の部と小型ポンプ操法の部
に分かれて行われ、それぞれ８支団が出場しまし

た。
　当市からは代表として
美和支団が出場し、優勝
は逃したもののポンプ車
操法の部でみごと２位に
入賞し、ポンプ車操法優
秀選手に相田光陽さんが
選ばれました。

予約センターのオペレーター10月１日出発式

▲選手宣誓を行う
相田光

みつ
陽
はる
さん

美和支団が２位入賞




